















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Couplet, COrJルcius, Sinarum Philosゆhus sive Scientia Sinensis を用いたc なお拙稿
「イントルチェッタ「中国の哲学者孔子J に関する一考察」 （「中国文化論叢巳
一二、一九九二）、および「ロンゴパルディとイントルチエツタ一一中国哲学をめぐる二
つの道一一」 （「哲学・思想論叢」第一一号、一九九三）参照c
(14) Colausは、内閣の長であった張居正の呼称「閣老」の近世音を音写したものに、
ラテン語男性名詞の語尾を加えたものと考えられる。
(15）キリスト教における精霊あるいは霊 spiritusについての見解は多様であって一概には
論じられないが、おおまかにいえば、三一神としての聖霊 Spiritus田nctusからはじまっ
て、知性的な霊である天使、より下位の人間の霊、超自然的な諸霊などの種類がある。そ
のうち非物質性や叡知は、天使や神の霊の属性とされる。
(16）「居正在るの日、嘗て以て言を為すも、未だ用うること能わず」 （「明史二巻ー百十
四、后妃伝）。
(17）朱東潤「張居正大伝」 （湖北人民出版社、一九八一）第七章参照c
(18）「論語J 「薙也」篇で、奨遅が「知」について問うたときの孔子の答え「民の義を務
め、鬼神を敬してこれを遠ざく、知というべし」について張居正は「論語直解己で「鬼神
の善に福し淫に禍いするが若き、人事と感通を為すと雛も、然れども其の事は則ち幽昧に
して、知り難き者なり。知りて語るべからずc 事えて以てこれを求むるは、惑いの甚だし
きなり」と述べ、幽昧にして人事に感通する鬼神は認めるものの、これに娼びへつらうの
は迷いであると万暦に教えている。
（いがわ・よしっぐ 筑波大学大学院哲学・思想研究科在学）
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